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外部専門家を活用し自立、自走できる地域づくりの推進

農業活性化に資する取り組みの推進

平
成
30
年
度
大
規
模
施
設
園
芸

（
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
）事
業

ながの農園と同様の連投型ハウス

SUP（スタンドアップパドル）ヨガ

検討委員会の様子

ペティトマト(糖度9～11度)

　高浜町の農業分野は、事業者の高齢化、後
継者不足や鳥獣害等によって年々農家の数が
減少し、休耕地が増加している。
　高浜町はこれらを鑑み、平成24年度より
大規模施設園芸事業による農業活性化に資す
る取組みを推進している。
　本事業では、「ながの農園(ミディトマトの
栽培、平成25年運営開始)」、「福井和郷(ミ
ディトマトの栽培、平成27年運営開始)」及
び「ジョリーファーム(観光いちご園、平成
29年運営開始)」に続いて高浜町青戸に敷地
面積10,000㎡、栽培面積5,700㎡の大規
模園芸施設(ペティトマトの栽培、平成31
年運営開始予定)の建設を計画している。
　本施設は、最先端技術を導入し、安定した
収穫量、品質の均一化、就農時間の短縮等を
実現し、高浜町独自の農業イノベーション実現を目指す。
　また、第一次産業(農業)と第四次産業(情報利活用ICT)が融合した次世代農業として近隣、
地元住民の方々へ見学や生産品の提供等も検討していく。
（財源　電源立地対策交付金4,500千円　県費145,000千円　一般会計26,875千円）　

（西野朋宏）

地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業

（
人
口
減
少
対
策
）

　以下の3つの事業内容について外部専門家の
アドバイスを受けながら事業を推進する。

①ブルーフラッグイメージを活用した民
　間事業を育成する。SUP体験、SUPヨ
　ガ等ビーチアクティビティ体験の実施
　体制強化。

②海の６次産業施設開業を視野に入れた
　運営支援、地域商社機能の検討。
　地域産品を域外へ販売していくための
　販路を含む事業計画の作成。

③ふるさと納税活用事業。
　・返礼品のブラッシュアップ
　・新商品の開発
　・ガバメントクラウド
　　ファンディング型の取り組み強化

（井上順也）
（財源  ふるさと財団補助534万円）
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町道三山線測量調査始まる

原
子
力
災
害
制
圧
道
路
新
設
事
業

　原子力災害制圧道
路新設事業として、
「町道三山線」（仮称）
の整備に係る測量調
査業務の経費、5億8
千2百32万7千円が
計上された。
　「町道三山線」とは、
原子力災害面におけ
る道路整備で、福井
県で原子力災害制圧
道路（２本）の整備が
進む中で、防災機能

を備えた２車線道路として避難道路の複線化を目的とした町道である。
　計画では、内浦地区を通る主要地方道舞鶴野原港高浜線を分岐し、神野区と神野浦区を結
ぶ町道であり、自然災害により土砂崩れが頻発して日常生活にも支障を来していたが、今年
度から工事着手される「町道柿ヶ渡線」と接続されれば完全な複線化となり利便性向上とな
る。
　また、工事で発生した土砂は、オフサイトセンター裏に埋め立て再利用される計画である。

（井ノ元康夫）

複線化が整備される道路網

　今後の各重点プロ
ジェクト（城山再整備、
保育所再整備、給食セ
ンター再整備等）におい
て、各施設での再生可
能エネルギーについて、
導入可能性調査を実施
するため、補正予算が計上された。事業内容は右の通り。
　旅費について、視察地が未定であり、前回の業務で視察が無駄になったのではと委員から
の指摘があり、事業の方向性を示し、視察先を選定するとの答弁があった。

事業費に1,919万4千円!!

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

可
能
性
検
討
業
務

さん やま

さんやま

事業費 19,194千円エネルギー構造高度化・転換理解促進
事業補助金（国庫10/10）

旅　費 294千円視察先（東京都内を予定）
町長１名・課長級2名・補佐級2名

委託料 18,900千円再生可能エネルギー導入可能性
検討業務

地 熱 発 電 火 力 発 電

水 力 発 電 太 陽 光 発 電

風 力 発 電

原子力災害制圧道路整備事業
（主要地方道舞鶴野原港高浜線）

「難波江坂」

原子力災害制圧道路整備事業
（主要地方道舞鶴野原港高浜線）

「難波江坂」

道路整備事業
（町道柿ヶ渡線）
道路整備事業
（町道柿ヶ渡線）

（児玉千明）

主要地方道舞鶴野原港高浜線主要地方道舞鶴野原港高浜線
一般県道音海中津海線一般県道音海中津海線

高浜原子力発電所高浜原子力発電所

関西電力㈱
管理用通路整備
関西電力㈱
管理用通路整備

原子力災害制圧道路
整備事業

（町道三山線「仮称」）

原子力災害制圧道路
整備事業

（町道三山線「仮称」）
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4第 135 号

指定管理者

　平成26年度からせくみ屋が運営し、平成26
年度には700万円の補填が必要であったが平成
27年、平成28年度とも補填しなくて済んだ。経
営努力の賜物である。そのうえ平成29年度には、
240万円が町に納付された。

（釣本音次）

指定管理の現状報告
●高浜町休養施設「城山荘」
指定管理期間：平成30年度～平成32年度　指定管理者：有限会社 せくみ屋

指定管理料

納付金

7,000,000

0

（有）せくみ屋
（1期）

0

0

（有）せくみ屋（2期）

0

0

0

2,400,000

0
2,900,000

0 0

（有）せくみ屋（3期）

予定 ※１ 予定 ※１ 予定 ※１

※1 平成30年度から指定管理納付金は、240万円若しくは事業収入の金額に
　　2%を掛けて得た額のいずれか大きい方

　指定管理者が、(株)ウェイザから平成30年6月1日に親会社である中日本エクシス(株)に変更された。指定
管理料も平成24年の2,300万円から平成29年には、900万円に減少してきているが、なお一層の経営努力を
期待する。

●道の駅「シーサイド高浜」
指定管理期間：平成28年度～平成30年度　指定管理者：中日本エクシス株式会社

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指定管理者

　これまで事業目的が変遷してきており今回は、
薬草普及の拠点化や、お茶体験も企画されてお
り、好評であったイベントも継続して行なわれ
る。
　事業内容上、長期的に取り組むべきではある
が、指定管理料の低減を望む。

●青葉山健康長寿の里：ハーバルビレッジ
指定管理期間：平成30年度～平成32年度　指定管理者：(一社)青葉山麓研究所

●まちなか交流館
指定管理期間：平成30年度　指定管理者：未定（町が暫定的に管理）

指定管理料 ー

町営青葉山青少年旅行村 （株）いきいきタウン高浜

16,120,000 16,120,000 16,120,000 同左予定 同左予定

（一社）青葉山麓研究所
～平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指定管理者

指定管理料 23,000,000

（株）いきいき
タウン高浜

15,000,000

（株）共立メンテナンス

9,200,000 9,200,000 18,000,000 14,000,000 13,000,000

～平成30年５月（株）ウェイザ
　　　平成30年6月～中日本エクシス（株）

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

今回審議した
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5 第 135 号

本
会
議
で
の
質
疑
・
討
論

　
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
各
事
業
が
定

　
着
す
る
ま
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
、
単
な

　
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
の
か

　

客
観
的
な
立
場
か
ら
専
門
的
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
。
財
団
の
補
助
事
業
で

単
年
度
の
実
施
。

　
「
い
き
い
き
タ
ウ
ン
高
浜
」
に
よ
る
ミ
ニ

　
ト
マ
ト
栽
培
事
業
で
の
栽
培
技
術
の
有
無

　
と
、
受
益
者
負
担
の
資
金
は

　

社
員
が
ハ
ウ
ス
栽
培
の
研
修
中
で
ミ

ニ
ト
マ
ト
栽
培
の
研
修
先
を
検
討
中
。

　

地
元
金
融
機
関
よ
り
融
資
を
計
画
。

　

補
正
事
業
の
う
ち
、「
高
浜
漁
港
再
整

備
事
業
費
」が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
漁
業

の「
６
次
化
」に
は
反
対
す
る
。

　

和
田
ビ
ー
チ
視
点
場
整
備
事
業
は
、

観
光
客
の
増
加
に
、
大
き
く
期
待
す
る

総
合
政
策
課
長 議

案
第
44
号

質
疑

上
尾
德
郎
議
員

産
業
振
興
課
長

上
尾
德
郎
議
員

も
の
で
あ
る
。

　

今
年
度
に
早
期
に
進
め
て
頂
く
こ
と

を
要
望
す
る
。

　

漁
業
６
次
化
施
設
の
反
対
を
受
け

て
、
漁
協
の
再
建
計
画
と
６
次
化
施
設

と
の
一
体
化
を
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉

え
進
め
て
頂
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

個
人
所
得
課
税
の
見
直
し
案
で
あ
る

が
、
基
礎
控
除
の
引
き
上
げ
は
当
然
で

あ
る
が
、
給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金

等
控
除
の
引
き
下
げ
は
認
め
ら
れ
な

い
。

　

地
方
税
法
の
改
正
に
基
づ
い
た
適
正

な
条
例
改
正
で
あ
る
。

　

内
容
的
に
も
中
小
企
業
の
新
規
設
備

投
資
に
対
す
る
減
税
措
置
な
ど
も
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
評
価
で
き
る
。

議
案
第
44
号

討
論

議
案
第
45
号

討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

渡
邊
　
孝 

議
員

反
対
討
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

賛
成
討
論

井
上
順
也 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

山
本
富
夫 

議
員

賛
成
討
論

賛
成
討
論

小
幡
憲
仁 

議
員

6月定例会では以下の議案を慎重審議しました

関連ページ審議した委員会議 案 件 名

平成30年度高浜町一般会計補正予算（第１号）について
　・補正予算10億5千万44万7千円の追加補正
　 （園芸産地育成強化事業、原子力災害制圧道路新設事業 等）

予算決算 P2、P3
P5、P11

議案第44号

高浜町町税条例等の一部を改正する条例について
　・配偶者控除を国の改正により変更するもの、
　　加熱式たばこのたばこ税を町税とするもの

総務産業 P5、P12議案第45号

固定資産評価審査委員会の委員の選任について
　・委員任期満期における同意案件

本会議 ー同意第１号

高浜町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について

　・教育職員免許法の改正により、
　　退職者も免状があれば基準に該当するようにするもの

厚生文教 P14議案第46号

本会議採決結果

賛成多数で可決
（賛成12反対1）

全員賛成で可決

全員賛成で可決

賛成多数で可決
（賛成12反対1）
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原
子
力
災
害
制
圧
道
路
整

備
事
業
の
工
事
計
画
と
進
捗
状

況
は
。

　
　

県
事
業
と
し
て
、
音
海

中
津
海
線（
音
海
区
集
落
〜
発

電
所
正
門
周
辺
）は
、
ト
ン
ネ

ル
・
橋
梁
を
施
工
し
、
本
年

度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

ト
ン
ネ
ル
照
明
及
び
設
備
工

事
な
ど
を
施
工
中
。

　

野
原
港
高
浜
線（
難
波
江
海

岸
周
辺
〜
神
野
区
集
落
）は
、

本
年
度
、
ト
ン
ネ
ル
部
の
難

波
江
工
区
・
神
野
工
区
と
も

に
行
い
早
期
供
用
開
始
を
目

指
し
施
工
中
。

　

町
事
業
と
し
て
、
仮
称
三

山
線（
神
野
地
係
〜
神
野
浦
）

は
、
本
年
度
設
計
業
務
、
用

地
買
収
を
行
い
、Ｈ
31
年
度
工

事
着
工
の
予
定
。

　
　

三
山
線
の
事
業
費
が
関
西

電
力
の
負
担
と
は
。

　

県
道
と
し
て
県
の
事
業
と
は

な
ら
な
か
っ
た
の
か
。

　
　

原
子
力
災
害
災
害
制
圧

道
路
は
、
県
と
電
力
事
業
者

の
協
議
に
よ
り
、
道
路
管
理

者（
県
・
町
）が
道
路
整
備
を

行
い
、
費
用
は
全
て
電
力
事

業
者
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
と
の
協
議
の
す
え
、
神

野
、
神
野
浦
地
係
の
発
電
所

周
辺
地
係
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
の
必
要
性
か
ら
町
道
と
し

て
整
備
す
る
事
に
な
っ
た
。

●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする

再稼働税収で南山手線延伸と関屋
付近に高速スマートIC設置を

Q

　
　

高
浜
発
電
所
３
・
４
号
機

再
稼
働
に
伴
う
大
規
模
償
却
資

産
税
の
大
幅
な
税
収
の
予
定
額

と
土
木
費
・
教
育
費
に
し
か
使

え
な
い
場
合
に
増
収
分
を
、
防

災
、
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
と

し
て
南
山
手
線
延
伸
・
事
代
坂

田
線
改
修
に
使
用
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

更
に
は
、
高
浜
町
に
舞
若
線

高
速
道
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
設

置
す
べ
き
で
な
い
か
。
青
郷
地

区
区
長
会
か
ら
も
強
く
要
望
が

出
て
い
る
。

　
　

工
事
費
3
0
0
0
億
円

と
仮
定
し
大
規
模
償
却
資
産

税
は
約
18
億

円
が
3
年
程

度
毎
年
入
る

予
定
。

　

県
に
も
約

18
億
制
度
収

納
さ
れ
る
予

定
。
幹
線
道

路
で
あ
る
国

道
27
号
線
を

補
完
す
る
南

山
手
線
延
伸

は
必
要
性
が

高
い
と
認

識
。

　

舞
若
線
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
も

防
災
面
等
か
ら
南
山
手
線
と

の
関
連
性
も
含
め
関
係
機
関

と
も
調
整
検
討
す
る
。

QA

山本 富夫 議員
A 南山手線延伸は27号補完で必要。
スマートIC然るべき時期に検討

スマートIC南山手線とスマートIC（案）

Q

Q

A

A

工事による土砂処分で、田んぼの
埋め立てが進んでいる、その対応はQ

A 農業委員会で違反の有無を把握し、
指導の徹底に努めている上尾 德郎 議員

音海トンネル・橋梁　音海中津海線工事

国道27号（R27）

南山手線（延伸）スマートインターチェンジ
構想箇所

舞鶴若狭自動車道（E27）

舞鶴若狭
自動車道（E27）

関屋区

横津海区

六路谷区
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般

質

問

委
員
会
報
告

　
　

原
子
力
災
害
制
圧
道
路
整

備
事
業
の
工
事
計
画
と
進
捗
状

況
は
。

　
　

県
事
業
と
し
て
、
音
海

中
津
海
線（
音
海
区
集
落
〜
発

電
所
正
門
周
辺
）は
、
ト
ン
ネ

ル
・
橋
梁
を
施
工
し
、
本
年

度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、

ト
ン
ネ
ル
照
明
及
び
設
備
工

事
な
ど
を
施
工
中
。

　

野
原
港
高
浜
線（
難
波
江
海

岸
周
辺
〜
神
野
区
集
落
）は
、

本
年
度
、
ト
ン
ネ
ル
部
の
難

波
江
工
区
・
神
野
工
区
と
も

に
行
い
早
期
供
用
開
始
を
目

指
し
施
工
中
。

　

町
事
業
と
し
て
、
仮
称
三

山
線（
神
野
地
係
〜
神
野
浦
）

は
、
本
年
度
設
計
業
務
、
用

●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする

　
　

①
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
と「
利
用
料
」を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が（
１
〜
２

割
）、
助
成
で
き
な
い
か
。

　

②
施
設
入
所
す
る
と
居
住

費
、
食
費
が
高
く
、
低
年
金
者

に
は
負
担
が
重
い
。
助
成
で
き

な
い
か
。

　
　

①
減
免
制
度
を
実
施
す

れ
ば
大
幅
な
予
算
が
必
要
と

な
る
。

　

保
険
制
度
の
持
続
的
運
営

の
た
め
に
も
一
定
の
利
用
者

負
担
は
必
要
で
あ
る
。

　

②
低
所
得
者
に
は
軽
減
制

度
が
あ
り
、
入
所
費
用
は
平

均
約
６
万
円
で
あ
る
。

◆
学
校
給
食
費
の
無
料
化
を

　
　

憲
法
は
、「
義
務
教
育
は
、

こ
れ
を
無
償
と
す
る
」と
規
定

し
て
い
る
。

　

全
国
市
町
村
で
も
給
食
費
無

料
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
高

浜
町
も
実
施
で
き
な
い
か
。

　
　

多
額
の
町
負
担
が
生
じ

る
。

　

ま
た
、
食
材
費
は
受
給
者

負
担
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
。
全
国
自
治
体
の
動
向
も

調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

Q

Q

A

A

介護保険に助成をQ
A 減免制度は適切でない

渡邊 　孝 議員

小学校の児童下校の見守り対策はQ

廣瀬 とし子 議員
A 通学路での見守り活動を強化

　
　

５
月
に
発
生
し
た
、
新
潟

県
の
小
学
校
児
童
に
、
い
た
ま

し
い
事
件
が
起
こ
っ
た
。

　

低
学
年
児
童
の
下
校
時
の
見

守
り
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
　

教
職
員
に
よ
る
付
き
添

い
、
保
護
者
の
方
の
お
迎
え
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る

見
守
り
活
動
に
よ
り
、
子
ど

も
が
一
人
で
下
校
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
十
分
な
注
意

を
行
っ
て
い
る
。

◆
児
童
公
園
に
つ
い
て

　
　

町
内
に
は
児
童
公
園
が
少

な
い
、
児
童
が
の
び
の
び
と
遊

べ
る
場
必
要
で
あ
る
。
雨
の
日

も
利
用
で
き
る
公
園
内
に
施
設

を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　
　

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、

「
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
住
民

が
集
え
で
公
園
整
備
の
促
進
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
、
子
育

て
世
代
の
方
を
中
心
に
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
再
整
備
や

機
能
充
実
に
向
け
る
。

◆
住
宅
整
備
に
つ
い
て

　
　

中
町
広
場
前
の
住
宅
が
老

朽
化
し
て
い
る
。
町
の
中
心
で

も
あ
り
、
景
観
に
も
大
変
悪
い
、

今
後
の
活
用
は
。

　
　

外
見
だ
け
で
は
な
く
、

内
部
に
も
雨
漏
り
等
様
々
な

不
具
合
箇
所
が
あ
る
。
現
在

入
居
さ
れ
て
い
る
の
で
。
活

用
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
を

始
め
て
い
な
い
。

QQ

Q

AA

A

児童下校時のようす

中町広場前の住宅
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●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする

　
　
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
取

り
掛
か
り
状
況
お
よ
び
理
解
活

動
の
進
め
方
は
。

　
　

６
月
下
旬
か
ら
和
田
地

区
に
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施
内
容
に
つ
い
て
説
明
会

を
開
く
。
ま
た
、
６
月
下
旬

と
９
月
上
旬
に
先
進
地
視
察

を
予
定
。

　

町
内
は
和
田
地
区
の
基
本

同
意
を
得
て
か
ら
説
明
会
を

開
く
、
お
お
い
町
の
隣
接
地

区
は
４
月
か
ら
説
明
会
を
開

始
し
た
。

◆
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　
子
育
て
支
援
事
業
所
の
優

遇
策
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　

良
好
な
事
例
が
あ
れ
ば

検
討
す
る
。

◆
農
業
支
援
に
つ
い
て

　
　
農
業
の
担
い
手
が
安
心
し

て
取
り
組
め
る
施
策
は
。

　
　

農
業
機
械
の
購
入
支
援

制
度
を
立
ち
上
げ
た
。Ｊ
Ａ
、

国
県
と
も
連
携
し
農
家
の
経

営
環
境
の
改
善
の
た
め
切
れ

目
の
な
い
施
策
に
努
め
る
。

◆
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
に
つ

い
て

　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
客
）

観
光
の
充
実
策
は
。

　
　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
取
り
込

み
に
関
す
る「H

ow
 T
o

講
座
」

な
ど
を
検
討
す
る
。

QQ

QQ

AA

AA

広域可燃ゴミ処理施設の
理解活動状況はQ

A 先進地視察を予定している
井上 順也 議員

高浜町清掃センター

４年振りに見直しされるエネルギー基本計画

A

エネルギー基本計画見直し素案に
対する町長の見解を問うQ

A 情緒的な内容でありエネルギーの
将来計画に不安を感じる小幡 憲仁 議員

　
　
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

定
め
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計

画
」の
見
直
し
素
案
が
示
さ
れ

た
。

　
原
子
力
発
電
所
の
立
地
町
で

あ
る
当
町
に
と
っ
て
重
大
な
意

味
を
持
つ
計
画
で
あ
る
。
高
浜

町
議
会
で
は
計
画
に
原
子
力
発

電
所
の
新
増
設
・
リ
プ
レ
ー
ス

方
針
が
明
記
さ
れ
る
よ
う
要
請

活
動
を
展
開
し
た
が
、
今
回
の

見
直
し
素
案
に
明
記
さ
れ
る
こ

と
は
な
く
、
原
子
力
の
位
置
づ

け
が
あ
い
ま
い
な
素
案
と
な
っ

た
。

　
町
長
と
し
て
今
回
の

見
直
し
素
案
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。

　
　

計
画
素
案
は
原
子

力
に
つ
い
て
は
消
極
的

に
、
再
エ
ネ
は
積
極
的

に
活
用
と
の
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

厳
し
い
国
民
世
論
で

原
子
力
の
活
用
方
針
を

示
す
難
し
さ
は
理
解
で

き
る
が
、
国
の
根
幹
を

支
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

将
来
計
画
が
情
緒
的
な

内
容
と
な
る
こ
と
に
不

安
を
感
じ
る
。

　

火
力
、
原
子
力
、
再
エ
ネ

な
ど
の
特
性
を
踏
ま
え
、
現

実
的
な
基
本
計
画
を
示
す
こ

と
が
政
府
の
責
任
で
あ
る
。

高
浜
町
の
将
来
設
計
を
描
く

た
め
に
も
原
子
力
発
電
の
位

置
付
け
の
明
確
化
が
必
要
。

＊
他
に「
固
定
資
産
税
の
県
に

よ
る
課
税
回
避
」と「
企
業
立

地
促
進
補
助
金
の
見
直
し
」に

つ
い
て
質
問

Q
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●一般質問／議員個人が行政の執行状況や、将来に対する考え方の報告や説明を求め、適正であるかチェックする

　
　

観
光
客
の
誘
致
に
繋
げ
よ

う
と
、
町
が
４
０
０
万
円
を
か

け
て
月
間
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ａ
の
別
冊

と
し
て
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

発
刊
。
高
浜
の
魅
力
を
１
冊
に

ま
と
め
た
試
み
は
評
価
し
て
い

る
。

　

2
か
月
経
っ
て
初
め
て
知
っ

た
と
い
う
町
民
の
声
も
聞
く
。

誰
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、

ど
う
い
う
ツ
ー
ル
と
し

て
使
い
た
い
の
か
。

　

町
民
の
保
存
版
と
し

て
購
入
し
て
頂
く
た
め

に
も
、
町
内
へ
の
Ｐ
Ｒ

や
周
知
が
必
要
。

①
そ
の
後
の
反
響
は
。

②
コ
ン
ビ
ニ
、
書
店
の

売
れ
行
き
状
況
は
。

　
　

こ
れ
ま
で
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と

異
な
り
、
近
畿
中
京

圏
及
び
首
都
圏
の
20

代
〜
40
代
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
来
訪
の
き
っ

か
け
を
掴
む
ツ
ー
ル
と
し
て

制
作
。

①
町
内
、
県
外
か
ら
の
購
入

報
告
や
掲
載
記
事
に
関
す
る

問
い
合
わ
せ
も
多
数
。

　

夏
季
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
更
な
る
反
響
が
期
待

さ
れ
る
。

②
販
売
数
は
約
３
０
０
０
部
。

そ
の
他
、『「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」

福
井
県
単
独
運
航
へ
の
働
き

か
け
を
』、『
外
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
向
け
た
大
規
模
予
算
の
投

入
を
』質
問
。

本年３月末に販売開始した「高浜の海、
パーフェクトガイド」の町内への周知を

Q

QA

大塚 ひとみ 議員
A 一斉メール配信・ＨＰ・新聞・チャンネルＯ

で周知、広報たかはま７月掲載予定

　
　

以
前
、
同
僚
議
員
の
質
問

に
お
い
て
、
児
童
館
は
建
て
替

え
を
考
え
て
お
ら
ず
、
廃
止
の

方
向
と
伺
っ
た
が
、
ど
う
す
る

の
か
。

　
　

築
30
年
以
上
を
経
過
し

て
お
り
、
老
朽
化
も
進
ん
で

い
る
。

　

し
か
し
公
民
館
が
整
備
さ

れ
、
児
童
館
の
役
割
も
担
っ

て
い
る
。

　
　

児
童
福
祉
法
に
お
い
て
、

公
民
館
と
児
童
館
の
役
割
は
違

う
。

　

廃
止
は
納
得
で
き
な
い
。
選

挙
権
の
な
い
子
供
た
ち
の
居
場

所
や
遊
び
場
を
奪
う
の
は
い
か

が
な
い
か
が
な
も
の
か
。

　
　

来
年
度
よ
り
予
算
化
さ

れ
る「
高
浜
町
内
公
園
等
再
整

備
基
本
構
想
策
定
業
務
」も
あ

る
の
で
、
公
園
整
備
と
併
せ

て
検
討
し
て
い
き
た
い

　

他
、
空
き
家
等
対
策
計
画

に
つ
い
て
、
拉
致
問
題
に
対

す
る
教
育
に
つ
い
て
質
問

QQ A

A

町内児童館について、
なくす方向性なのかQ

A 建て替えは考えていない
児玉 千明 議員
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問

委
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よ
く
冠
水
す
る
高
浜
駅
近

辺
の
雨
水
は
、
大
半
が
側
溝
を

通
っ
て
子
生
川
の
水
門
に
い
た

る
。

　
水
門
に
は
、
駅
近
辺
だ
け
で

な
く
、
国
道
沿
い
、
瑞
祥
苑
付

近
等
の
雨
水
も
来
る
。
水
門
を

閉
め
れ
ば
、
行
き
場
を
失
い
低

い
駅
近
辺
の
側
溝
か
ら
溢
れ
出

る
。

　
こ
れ
が
原
因
で
あ
る
。
対
策

は
、
す
ぐ
前
に
あ
る
瑞
祥
苑
の

駐
車
場
に
小
さ
な
貯
水
槽
を
造

り
、
そ
こ
に
行
き
場
の
な
い
雨

水
を
導
き
ポ
ン
プ
で
排
出
す
れ

ば
解
決
出
来
る
が
。

　
　
検
討
す
る
。

　
　
歴
史
資
料
館
前
や
宇
治
区

の
浸
水
等
は
、
海
面
上
昇
の
逆

流
に
よ
る
。

　
対
策
は
、
子
生
川
の
河
口
に

水
門
を
造
り
ポ
ン
プ
で
排
出
す

れ
ば
解
決
で
き
る
。

　
　
汐
入
1
、
2
号
雨
水
施

設
の
経
過
を
み
る
。

◆
広
域
可
燃
ご
み
処
理
施
設

　
　
環
境
ア
セ
ス
と
は
、
町
民

皆
様
の
健
康
や
生
活
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
要
因
の
対
策
を
し
結

果
を
評
価
す
る
こ
と
。
町
民
の

意
見
も
反
映
さ
れ
る
の
か
。

　
　
勿
論
反
映
す
る
。

高浜駅近辺の浸水対策は、
喫緊の問題である

A 検討する

Q

Q

QQA A

A

釣本 音次 議員

子生川の水門

高 会町浜 議 ９月
定例会

■町民の皆様の議会傍聴大歓迎です!  事前予約は不要です。

■次回定例会は9月です。お待ちしております。
■受付は会議当日議会事務局で行っております。 ぜひ議会

傍聴に
お越し
ください!高浜町議会事務局お問い

合わせ
☎0770（72）7710

http://www.town.takahama.fukui.jp/index.html

どなたでもご参加いただけます!皆様のご参加をお待ちしております!どなたでもご参加いただけます!皆様のご参加をお待ちしております!

瑞祥苑

水門
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ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

千
円
を
追
加
し
予
算
総
額
を
１
１
２
億
７
０

１
３
万
１
千
円
と
す
る
。

◎
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
可
能
性
検
討

業
務
１
９
１
９
万
４
千
円

　
事
業
の
方
向
性
を
示
し
視
察
先
を
定
め

る
、
現
在
は
白
紙
で
あ
る
。

◎
連
棟
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
補
助
金
１
億
９
６

８
７
万
５
千
円
・
水
田
農
業
経
営
確
立
支
援

事
業
補
助
金
２
千
万
円

　
「
い
き
い
き
タ
ウ
ン
高
浜
」に
よ
る
栽
培
用

ハ
ウ
ス
へ
の
支
援
事
業
。

　

嶺
南
で
栽
培
実
績
が
無
く
、
他
と
競
合
し

な
い
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
栽
培
。

　

用
地
は「
エ
ル
ど
ら
ん
ど
」東
隣「
Ｆ
Ｂ
Ｃ

福
放
」の
所
有
地
、
上
下
水
道
が
整
備
さ
れ

て
お
り
、
所
有
者
の
理
解
が
あ
る
事
が
選
定

の
理
由
。

　

委
員
よ
り
、
青
戸
の
入
江
に
ハ
ウ
ス
が
集

中
し
景
観
上
問
題

が
あ
る
と
の
指
摘

が
あ
り
、
植
栽
な

ど
実
施
し
景
観
に

配
慮
し
た
対
策
を

協
議
す
る
と
の
回

答
。

◎
高
浜
漁
港
再
整
備
事
業
・
委
託
料
２
９
２

３
万
２
千
円

　
再
整
備
に
係
る
港
湾
道
路
付
け
替
え
の
測

量
調
査
設
計
業
務
。
漁
協
の
本
所
移
転
に
伴

う
、
荷
捌
き
施
設
基
本
設
計
業
務
。
漁
協
施

設
の
補
助
申
請
に
係
る
作
成
業
務
、
交
付
金

申
請
支
援
業
務
。

◎
城
山
法
面
対
策
補
修
工
事
費
２
７
２
２
万

７
千
円

　
の
り
枠
工
法
の
芝
生
が
生
え
る
新
工
法
で

の
施
工
を
計
画
し
て
い
る
。
大
き
い
樹
木
は

現
場
を
確
認
し
対
応
す
る
。

◎
原
子
力
災
害
制
圧
道
路（
仮
称
三
山
線
）新

設
事
業

　
原
子
力
災
害
制
圧
道
路
は
電
力
事
業
者
の

負
担
で
の
整
備
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
道（
神
野
）〜
発
電
所
で
行
き
止
ま
り
で

あ
り
県
道
に
は
出
来
な
い
。

　

工
事
残
土
の
搬
出
処
分
の
た
め
、
薗
部
地

係
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
裏
側
に
用
地（
地

権
者
４
件
）を
確
保
。
道
路
新
設
用
地
は
、

関
西
電
力
所
有
地
の
無
償
提
供
を
受
け
他
は

民
有
地（
地
権
者
15
件
）。
物
件
補
償
は
立
ち

木
等
。

◇
６
月
11
日（
月
）

　

付
託
議
案
審
査
の
前
に
、
議
案
に
関
わ
る

事
業
も
あ
り
報
告
第
３
号「（
株
）い
き
い
き

タ
ウ
ン
高
浜
」の
経
営
状
況
報
告
の
質
疑
を

行
っ
た
。
ま
た
、
議
案
審
査
終
了
後
、
道
の

駅「
シ
ー
サ
イ
ド
高
浜
」「
城
山
荘
」の
指
定
管

理
者
よ
り
運
営
状
況
や
課
題
な
ど
報
告
を
受

け
、
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

●
議
案
第
44
号

■
平
成
30
年
度
高
浜
町

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
10
億
５
０
４
４
万
７

予算決算
常任委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  上尾 德郎

仮称三山線道路新設事業
５億8,232万７千円

前
回
の
業
務
で
視
察
が
無
駄
に
な
っ
た
経
緯

が
あ
る
、
先
進
地
の
視
察
先
は

事
業
計
画
と
用
地
選
定
の
経
緯
は

法
面
上
の
樹
木
の
管
理
対
策
は

事
業
内
容
は

連棟ハウス予定地城山のぼり口

●予算決算委員会／予算議案、決算議案に関する事項を審査する常任委員会

事
業
費
負
担
と
町
道
で
の
整
備
の
理
由
、
用

地
取
得
・
物
件
補
償
の
内
容
は

残土処分用地予定地
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給
与
所
得
控
除
、
公
的
年
金
等
控
除
、
控
除

額
、
所
得
控
除
と
し
て
10
万
円
の
減
額
と
な

る
も
の
で
あ
る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

　

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例
制
度
を

設
け
る
中
で
、
高
浜
町
の
場
合
、
固
定
資
産

税
を
３
年
間
ゼ
ロ
に
減
額
す
る
回
答
が
あ
っ

た
。

　

た
ば
こ
税
に
つ
い
て
は
、
加
熱
式
た
ば
こ

に
関
し
て
も
応
分
な
課
税
を
し
て
い
く
よ
う

に
改
正
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。

●
施
設
視
察

　

新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
塩
屋
を
視

察
し
、
い
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
指
定
管
理

の
方
向
性
や
改
装
さ
れ
た
塩
屋
の
状
況
を
確

認
し
た
。

　

６
月
定
例
議
会
に
議
案
上
程
さ
れ
た
園
芸

産
地
育
成
強
化
事
業
の
自
然
光
利
用
型
の
連

棟
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
の
現
地
視
察
を
行
っ

た
。
委
員
か
ら
は
、
和
田
地
区
に
集
中
し
て

い
る
ハ
ウ
ス
の
景
観
を
植
栽
等
で
改
善
す
べ

き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

◇
6
月
12
日（
火
）

●
議
案
第
45
号

■
高
浜
町
町
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

委
員
か
ら
は
、
個
人
所
得
課
税
見
直
し
、

基
礎
控
除
、
た
ば
こ
税
、
中
小
事
業
者
の
固

定
資
産
税
特
例
措
置
に
つ
い
て
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

　

理
事
者
か
ら
主
な
改
正
内
容
は
、
個
人
所

得
課
税
の
見
直
し
と
、
今
国
が
進
め
て
い
る

働
き
方
改
革
を
後
押
し
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
個
人
取
得
控
除
、
公
的
年
金
等
控
除
か

ら
基
礎
控
除
へ
の
振
替
え
と
い
う
こ
と
で
、

総務産業
常任委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  山本 富夫

大型ハウス事業の景観配慮
で植栽設置が必要では

●
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
園
芸
モ
デ
ル
事
業（
平

成
24
年
度
開
始
）な
が
の
農
園
を
視
察
し
た
。

　

ト
マ
ト
生
産
は
5
期
を
迎
え
、
建
物
の
老

朽
化
、
越
の
ル
ビ
ー
苗
の
病
気
に
強
い
品
種

改
良
が
課
題
で
あ
る
こ
と
が
核
に
さ
れ
た
。

●
道
の
駅
シ
ー
サ
イ
ド
高
浜
を
視
察
し
た
。

指
定
管
理
の
中
日
本
エ
ク
シ
ス（
株
）荒
木
駅

長
か
ら
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
の
課

題
点
を
確
認
し
た
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

旧塩屋全面改装（内観）

旧塩屋全面改装（外観）旧青戸園敷地跡

合同会社　ながの農園道の駅シーサイド高浜
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ハ
ー
バ
ル
と
青
葉
山
麓
研
究
所
の
関

係
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　

両
者
は
指
定
管
理
を
受
け
た
。
今
、

ま
さ
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
、
ハ
ー
バ
ル
で

色
々
な
対
応
を
行
っ
て
行
き
た
い
。

　
　
　
ハ
ー
バ
ル
は
、
目
的
が
あ
っ
た
の
で

な
い
か
。
育
苗
セ
ン
タ
ー
は
補
助
事
業
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
い
き
い
き
タ
ウ
ン

は
、専
門
知
識
が
無
い
の
に
実
施
し
て
い
た
。

薬
草
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
方
々
が
い
る
。

補
助
事
業
に
つ
い
て
は
町
か
ら
県
へ
す
べ
て

要
請
し
て
い
る
。
ル
ー
ル
作
り
が
し
っ
か
り

議員と語ろう会
総務産業常任委員会のメンバーを

中心に実施

と
出
来
て
い
る
。

　
　
　
獣
害
を
受
け
な
い
薬
草
は
あ
る
の

か
。

　
　
　

獣
害
を
受
け
な
い
薬
草
は
な
い
。

ト
リ
カ
ブ
ト
以
外
は
全
て
被
害
を
受
け
る
。

　
　
　
薬
草
栽
培
に
関
す
る
順
序
は
考
え
て

い
る
の
か
。

　
　
　

稲
の
よ

う
に
分
か
っ
て

い
れ
ば
工
程
も

考
え
ら
れ
る

が
、
今
の
と
こ

ろ
ス
タ
ー
ト
し

た
ば
か
り
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ

る
。

　
　
　

薬
草
に

つ
い
て
、
青
葉

山
麓
研
究
所
に
任
せ
て
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、10
年
後
も
本
当
に
や
っ
て
行
け
る
の
か
。

販
売
す
る
の
か
。

　
　
　

町
の
出
だ
し
は
遅
い
が
、
県
や
国
が

期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
栽
培
に
関
し
て
は

専
門
家
の
協
力
を
得
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
し
っ
か
り
み
ん
な

で
考
え
て
や
っ
て
行
き
た
い
。

　
　
　

責
任
に
つ
い
て
、
町
が
や
っ
て
行
く

と
言
っ
た
の
で
、
し
っ
か
り
と
や
っ
て
貰
い

た
い
。
心
構
え
を
持
っ
て
貰
い
た
い
。

　
　
　

試
験
栽
培
に
つ
い
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
無
償
で
や
っ
て
い
る
。

　

和
田
・
高
浜
、
舞
鶴
市
な
ど
近
く
で
の
栽

培
も
考
え
て
い
る
。工
程
に
つ
い
て
は
、ポ
ッ

ト
の
価
格
を
い
く
ら
に
す
る
か
を
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
生
薬
会
社
と
話
を
し
て
決
め
て
行

き
た
い
。

　

農
家
さ
ん
が
生
産
し
て
行
く
の
が
良
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
栽
培
に
つ
い
て
は
、
20
回

程
度
意
見
交
換
を
し
て
や
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。

　
　
　

小
和
田
な
ど
で
、
高
浜
町
の
杜
仲
茶

を
作
っ
て
い
る
。高
齢
化
し
て
い
る
が
、し
っ

か
り
や
っ
て
い
る
方
が
居
ら
れ
る
。
こ
れ
を

前
向
き
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

高
浜
町
が
出
来
て
い
る
こ
と
は
、
三

社
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
種
を
貰
っ

て
栽
培
が
で
き
、
薬
品
が
で
き
る
。

　

育
苗
セ
ン
タ
ー
で
育
て
て
全
国
に
出
し
て

売
る
。

　

基
源
植
物
で
あ
り
東
京
生
薬
協
の
指
導
を

受
け
ル
ー
ト
が
で
き
て
い
る
の
は
高
浜
町
だ

け
で
あ
る
。

　

そ
の
他
、こ
こ
に
は
書
き
切
れ
な
い
程
の
、

活
発
な
意
見
が
多
く
で
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◆
委
員
長
の
講
評

　

先
駆
け
て
、
と
り
く
む
の
は
大
変
で
あ
る

と
思
う
。

　

高
浜
町
は
、「
今
、
こ
れ
だ
と
思
う
」日
本

で
も
初
め
て
や
る
ぞ
と
、
苗
を
高
浜
町
が
出

し
て
育
て
て
や
っ
て
行
く
こ
と
も
ビ
ジ
ネ
ス

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

し
っ
か
り
と
ル
ー
ル
を
守
っ
て
や
ら
な
い

と
売
れ
な
い
。
誰
が
や
る
の
か
、
や
る
人
が

い
な
い
と
始
ま
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

と
言
う
こ
と
で
、
色
々
な
意
見
を
出
し
て

貰
い
た
い
。
本
音
を
言
っ
て
貰
っ
て
良
い
と

思
う
。

　

日
本
産
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。
我
々
も

し
っ
か
り
と
見
守
っ
て
行
き
た
い
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

日　時：5月9日（水）午後7時30分～ 9時
場　所：青郷公民館
テーマ：青葉山の薬草栽培に関する意見交換
参加者：11名、青葉山麓研究所３名
委　員：山本委員長、西野副委員長、大塚委員、
　　　　井ノ元委員、磯部委員、横田委員、粟野委員

回
答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答

回
答
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援
員
の
資
格
を
、
拡
大
を
す
る
と
い
う
意
味

合
い
が
あ
る
。

　

５
年
以
上
と
か
、
あ
る
い
は
中
卒
で
も
資

格
が
と
れ
る
こ
と
で
拡
大
す
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

１
日
の
流
れ

◇
６
月
13
日（
水
）

●
議
案
第
46
号

■
高
浜
町
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正

　

放
課
後
児
童
支
援
員
は
都
道
府
県
知
事
が

行
う
研
修
を
修
了
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

教
育
職
員
免
許
法
規
定
す
る
免
許
状
を
有

す
る
者
。
５
年
以
上
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
従
事
し
た
者
で
あ
っ
て
、
町
長
が
適

当
と
認
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
改
正
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
支

◇
６
月
13
日（
水
）

■
視
察
先

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
k
u
r
u
m
u
」

　

平
成
30
年
４
月
に
開
設
さ
れ
た
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
ｋ
ｕ

ｒ
ｕ
ｍ
ｕ
」を
視
察
し
た
。
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
包
括
的
子

育
て
支
援
を
提
供
す
る
拠
点
施
設
で
あ
る
。

　

愛
称「
ｋ
ｕ
ｒ
ｕ
ｍ
ｕ
」は「
包
」と
い
う
漢

字
か
ら
で
き
て
お
り
、
高
浜
で
く
る
む
、
高

浜
を
く
る
む
。

　
【
高
浜
版
ネ
ウ
ボ
ラ
】の
シ
ン
ボ
ル
は
左
記

デ
ザ
イ
ン

厚生文教
常任委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  廣瀬 とし子

放課後児童健全
育成事業の一部改正条例

下校宿題

子育て世代包括支援センター「kurumu」館内のようす

遊び帰宅

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告
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大飯原子力発電所視察大飯原子力発電所VR体験

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

◇
6
月
14
日（
木
）

　

高
浜
発
電
所
の
状
況
に
つ
い
て
宮
田
所
長

か
ら
現
況
報
告
を
受
け
た
。

・
新
規
制
基
準
の
適
合
性
審
査
状
況

・
高
浜
発
電
所
１
・
２
号
機
の
安
全
性
向
上

●
対
策
工
事
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
９
月
か
ら
格
納
容
器
上
部
遮
蔽

工
事
等
が
順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
報
告
が

あ
り
平
成
32
年
３
月
頃
竣
工
予
定
で
あ
る
旨

の
報
告
が
あ
っ
た
。

・
緊
急
時
対
策
所
、
免
振
事
務
棟
設
置
工
事

に
つ
い
て
も
30
年
度
運
用
開
始
に
向
け
順
調

に
工
事
の
進
捗
を
確
認
し
た
。

・
４
号
機
、
３
号
機
の
定
期
検
査
に
よ
り
１
，

２
号
機
と
の
工
事
輻
輳
に
よ
る
入
構
者
増
加

に
よ
る
時
差
作
業
対
策
を
導
入
。
交
通
渋
滞

対
策
も
駐
車
場
の
分
散
で
対
応
し
い
る
報
告

が
あ
っ
た
。

◆
大
飯
原
子
力
発
電
所
視
察

　

吉
田
大
飯
発
電
所
所
長
よ
り
再
稼
働
実
施

さ
れ
た
３
・
４
号
機
の
状
況
説
明
を
受
け
現

地
視
察
を
行
い
問
題
な
く
進
め
ら
れ
て
い
る

状
況
を
確
認
し
た
。

原子力対策
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  山本 富夫

大飯原子力発電所
再稼働の万全体制確認
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企
業
誘
致
数
は
ゼ
ロ
で
あ
る
が
、
そ
の
原
因

と
誘
致
策
は
あ
る
の
か
。

人
口
が
集
ま
ら
な
い
で
は
な
く
、
集
め
る
と

い
う
の
が
本
来
の
目
的
で
は
な
い
か
。

持続可能な高浜町

地区別の男性女性比率

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

◇
６
月
15
日（
金
）

①
平
成
29
年
度
総
合
戦
略
の
結
果
確
認

　
及
び
理
事
者
と
の
意
見
交
換

　

人
口
減
少
の
下
落
率
は
、
２
０
４
０
年

に
８
３
０
０
人
を
目
標
と
す
る
と
、
マ
イ

ナ
ス
4.7
％
。

　

そ
れ
に
対
し
て
政
策
誘
導
に
よ
る
平
成

28
年
度
は
マ
イ
ナ
ス

1.1
％
、
29
年
度
は
マ
イ

ナ
ス
2.0
％
と
下
落
率
が

抑
制
さ
れ
て
お
り
、
目

標
達
成
の
可
能
性
が
高

い
。

人口減少問題対策調査
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  井上 順也

人口減少対策関連の新規施策に
係る意見交換を行う

②
人
口
減
少
対
策
関
連
の
新
規
施
策
に

　
係
る
意
見
交
換

（
１
）奨
学
金
の
返
還
支
援
に
つ
い
て

　

高
浜
町
奨
学
金
支
援
制
度（
案
）の
応
募
要

件
、
給
付
率
・
期
間
、
給
付
要
件
等
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
。

（
２
）新
規
施
策
の
立
案
に
向
け
た
論
点
整
理

①
将
来
人
口
推
計
業
務
の
進
捗
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
に
実
施
し
て
い
る
、
福
井
県

立
大
学
と
の
共
同
研
究
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
（
高
浜
、
和
田
、
青
郷
、
内
浦
地
区
の
地

区
ご
と
の
将
来
人
口
推
計
、
動
向
分
析
等
か

ら
こ
れ
ま
で
の
政
策
の
評
価
分
析
を
行
な

い
、
政
策
立
案
の
共
同
基
盤
を
整
え
る
こ
と

が
ね
ら
い
）

②
人
口
減
少
対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

　

地
方
版
総
合
戦
略（
人
口
減
少
克
服
と
地

方
創
生
を
目
的
）と
総
合
計
画（
町
の
最
上
位

計
画
で
総
合
的
な
振
興
・
発
展
を
目
的
）の

関
連
性
を
踏
ま
え
、
人
口
減
小
対
策
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
層
の
見
直
し
及
び
新
規
施
策
の
方
向

性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

■
主
な
意
見
交
換

　

大
規
模
な
企
業
誘
致
を
考
え
る
と
人
出
不

足
や
広
い
土
地
が
な
い
の
も
原
因
。

　

今
後
は
、
空
家
を
活
用
し
た
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
的
な
小
さ
な
企
業
誘
致
を
検
討
し

て
い
る
。

　

現
実
的
に
は
、
人
口
を
増
や
す
の
は
難
し

い
。
減
ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る
事
に
注
力
し

て
い
る
。

高浜町人口ビジョンにおける人口の推移状況
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若
い
世
代
が
町
内
で
家
を
新
築
し
て
い
る
。

状
況
把
握
が
で
き
て
い
る
か
。

新
幹
線
が
来
る
こ
と
に
よ
る
ス
ト
ロ
ー
現
象

を
逆
に
す
べ
き
で
な
い
か
。

企
業
に
対
す
る
金
利
補
填
を
や
め
て
、
住
宅

ロ
ー
ン
の
金
利
支
援
等
に
振
り
向
け
ら
れ
な

い
か
。

奨
学
金
制
度
の
案
は
、
良
く
考
え
ら
れ
て
い

る
が
、町
民
に
対
す
る
格
差
を
つ
け
る
べ
き
。

人
口
減
対
策
の
方
向
性
は
良
い
。
高
浜
ら
し

い
魅
力
を
出
せ
る
よ
う
に
し
て
い
く
べ
き
。

各
課
連
携
を
し
て
具
体
的
な
施
策
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
。

女
性
の
社
会
進
出
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
か
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

　

現
状
は
で
き
て
い
な
い
。

　

５
年
間
だ
け
、
数
値
目
標
を
達
成
す
る
だ

け
で
は
な
い
。

　

住
宅
施
策
は
非
常
に
重
要
と
考
え
て
い

る
。

　

嶺
南
、
京
都
府
エ
リ
ア
等
広
域
連
携
で
人

口
増
加
に
つ
な
げ
る
。

　

割
合
を
検
討
す
る
。
町
民
に
と
っ
て
満
足

で
き
る
よ
う
な
制
度
に
し
た
い
。

　

労
働
人
口
が
減
る
中
で
、
生
活
水
準
を
守

る
た
め
、
女
性
の
力
が
必
要
。
ま
た
、
外
国

人
や
、
高
齢
者
の
力
も
必
要
。

議員と語ろう会
人口減少問題対策調査特別委員会の

メンバーを中心に実施
日　時：5月15日（火）午後7時30分～ 9時10分
場　所：和田公民館　２階研修室
テーマ：Uターン者の増加対策と定住促進について
参加者：14名
委　員：井上委員長、大塚副委員長、児玉委員、
　　　　釣本委員、廣瀬委員、小幡委員

　

Ｕ
タ
ー
ン
と
定
住
に
関
心
が
あ
る
皆
様
を

中
心
に
参
加
し
て
頂
い
た
。
意
見
・
要
望
の

一
部
を
紹
介
す
る
。

◆
次
の
よ
う
な
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

●
学
費
補
助
と
U
タ
ー
ン
者
の
増
加
対
策
と

し
て
、
高
浜
町
に
住
む
こ
と
を
条
件
に
奨
学

金
制
度
創
設
を
し
て
ほ
し
い
。

　

そ
の
際
、
公
平
な
条
件
の
も
と
で
実
施
す

べ
き
で
あ
る
。

●
定
住
者
に
対
し
て
、
町
税
の
補
助
も
必
要

で
あ
る
。

●
高
浜
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
古
い
、
情
報

集
約
、
早
期
の
更
新
が
必
要
で
あ
る
。

●
家
を
捜
す
た
め
の
情
報
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
関
連
ペ
ー
ジ
に
飛

ば
な
い
。

●
移
住
者
の
住
宅
取
得
の
補
助
が
必
要
で
あ

る
。

●
就
職
祝
い
金
な
ど
も
必
要
で
あ
る
。

●
町
営
住
宅
に
入
れ
な
い
高
齢
者
、
低
所
得

者
、
若
者
用
と
分
け
た
住
居
施
策
を
考
え
て

ほ
し
い
。

●
子
育
て
情
報（
病
児
病
後
児
保
育
等
）、
住

宅
補
助
施
策
が
わ
か
ら
な
い
。

●
Ｐ
Ｒ
不
足
。
ア
パ
ー
ト
に
居
住
し
て
い
る

場
合
、
各
所
帯
に
回
覧
等
が
入
ら
な
い
。

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
仕
事
に
対
し
て
、

ゴ
ー
ル
ま
で（
根
付
く
ま
で
）面
倒
を
見
る
べ

き
。

貴
重
な
ご
意
見
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

議員と語ろう会　意見交換

議員と語ろう会　意見交換
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●嶺南広域行政組合／敦賀以西の6市町で構成された広域の行政組合

◇
５
月
8
日（
火
）　

中
町
区
上
田
邸

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
塩
屋
さ
ん
と
移
住
定
住
、
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
テ
ー
マ
で
、
議
員
の

出
前
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

　

ま
ち
な
か
交
流
館
と
の
か
か
わ
り
や
、
子

ど
も
食
堂
の
運
営
な
ど
貴
重
な
ご
意
見
を
お

聞
き
し
た
。

　

今
後
、
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
創
出
、
空
き

家
解
消
等
に
、
町
と
の

協
力
関
係
が
促
進
さ
れ

る
よ
う
意
見
を
述
べ
て

行
き
た
い
。

◇
５
月
21
日（
月
）

　

出
前
懇
談
会
で
の
意
見
を
受
け
、
委
員
会

で
ま
ち
な
か
交
流
館
の
運
用
に
つ
い
て
理
事
者

側
の
考
え
を
聞
き
、
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。

　

現
在
、
６
月
23
日
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、

準
備
段
階
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
、
清
掃
業
務
、
会
議
室
予

約
受
付
、
来
館
者
チ
ェ
ッ
ク
等
を
委
託
し
、

イ
ベ
ン
ト
企
画
、
他
団
体
の
利
用
企
画
支
援

等
は
町
が
協
力
し
て
や
っ
て
い
く
。

　

指
定
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
12
月
に
再
度

募
集
を
か
け
て
行
く
。

　

来
年
度
指
定
管
理
者
が
決
ま
る
ま
で
、
町

で
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

指
定
管
理
者
が
な
い
中
で
、
ま
ち
な
か
交
流

館
の
運
用
は
ど
う
す
る
の
か
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

出前懇談会の様子

◇
６
月
15
日（
金
）

◎
防
獣
ネ
ッ
ト
柵
の
現
状
視
察

　

鳥
獣
害
の
な
い
里
づ
く
り
推
進
事
業
に
て

整
備
さ
れ
た
、
上
瀬
区
防
獣
ネ
ッ
ト
柵
の
現

状
視
察
を
実
施
。
上
瀬
区
で
は
、
長
年
二
ホ

ン
ジ
カ
の
栽
培
花
木
へ
の
食
害
及
び
イ
ノ
シ

シ
の
集
落
内
の
掘
り
返
し
被
害
に
頭
を
悩
ま

せ
て
い
た
が
、
ネ
ッ
ト
柵
整
備
後
は
被
害
が

大
幅
に
減
少
し
た
と
住
民
か
ら
声
が
寄
せ
ら

れ
た
。
そ
の
一
方
で
、
ネ
ッ
ト
柵
整
備
後
の

維
持
管
理
や
、
未
だ
に
発
生
す
る
被
害
に
頭

を
悩
ま
せ
て
い
る
の
が
現
状
。
今
回
の
視
察

で
は
、
ネ
ッ
ト
柵
が
山
か
ら
の
落
石
に
よ
り

鳥獣害対策
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  西野 朋宏

町民主体の鳥獣害対策。行政は
そのサポートを！現状視察実施

破
損
の
可
能
性
が
あ
る
箇
所
を
住
民
自
ら
で

補
修
し
た
箇
所
及
び
獣
侵
入
の
盲
点
で
あ
る

ネ
ッ
ト
柵
ゲ
ー
ト
部
分
の
改
修
箇
所
を
視
察

し
た
。

集落点検（宮尾区）

ネット柵の視察（上瀬区）

◎
集
落
点
検
の
効
果
の
検
証

　

高
浜
町
が
昨
年
度
か
ら
新
た
に
実
施
し
て

い
る
町
内
全
域
を
対
象
に
し
た
集
落
点
検
の

効
果
の
検
証
の
た
め
、
現
状
視
察
を
宮
尾
区

に
て
実
施
。
畑
や
水
田
に
設
置
さ
れ
て
い
る

防
護
柵
の
設
置
状
況
を
、
集
落
住
民
と
共
に

点
検
す
る
集
落
点
検
は
非
常
に
効
果
的
で
あ

り
、
参
加
住
民
か
ら
は
「
も
っ
と
早
く
か
ら

実
施
し
て
欲
し
か
っ
た
。
」
、
「
維
持
管
理

方
法
や
設
置
方
法
の
盲
点
を
目
の
前
で
見
て

学
べ
る
の
で
非
常
に
良
い
。
」
と
い
っ
た
声

も
。
昨
年
度
の
点
検
で
は
町
内
に
設
置
さ
れ

て
い
る
防
護
柵
の
お
よ
そ
８
割
が
獣
に
有
効

に
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
結
果
も
出
て

お
り
、
今
後
も
根
気
よ
く
点
検
を
実
施
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人口減少問題対策調査
特別委員会報告

　　　　　　　　　　　委員長  井上 順也

特別委員会で
議員の出前懇談会実施
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●若狭消防組合議会／若狭町までの嶺南地域の消防組合で構成された議会
●若狭広域行政事務組合／ 4市町( 若狭、小浜、おおい、高浜)が一体となって特定の行政事務の合理化を図る組合

◇
2
月
20
日（
火
）〜
3
月
28
日（
水
）

　
　
　

若
狭
消
防
組
合
本
部
議
場

●
議
案
第
１
号

　

福
井
県
市
町
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
お
よ
び

財
産
処
分
に
つ
い
て

【
原
案
可
決
】

●
議
案
第
２
号

　

若
狭
消
防
組
合
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
【
原
案
可
決
】

●
議
案
第
３
号

　

平
成
30
年
度
若
狭
消
防
組
合
一
般
会
計
予
算

・
質
疑
一
件「
耐
震
性
貯
水
槽
整
備
に
つ
い
て
」

高
浜
町　

渡
邉
議
員

・
一
般
質
問
一
件「
災
害
用
ド
ロ
ー
ン
導
入
の

検
討
に
つ
い
て
」お
お
い
町　

辻
議
員

◇
３
月
26
日（
月
）

　
　
　

若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
議
場

●
議
案
第
１
号

　

平
成
30
年
度
若
狭
広
域
行
政
事
務
組
合
一
般
会
計

予
算

●
議
案
第
2
号

　
「
こ
し
の
国
広
域
総
合
事

務
組
合
」規
約
の
変
更
及
び

財
産
処
分
に
つ
い
て

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

◇
3
月
27
日（
火
）　

敦
賀
市
立
図
書
館

平
成
30
年

第
１
回
嶺
南
行
政
組
合
定
例
会

　

山
口
和
治
副
議
長（
美
浜
町
）の
辞
任
に
伴

な
い
、
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
梅
津
隆
久
議

員（
美
浜
町
）を
選
出
。

　

敦
賀
市
長
渕
上
管
理
者
よ
り
提
案
理
由
説

明
後
、
議
案
審
議
。

●
第
１
号
議
案

平
成
29
年
度
嶺
南
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
０
８
２
万
８
千
円

の
増
加
で
補
正
後
の
予
算
総
額
は
９
億
２
７

０
２
万
８
千
円
。

　

関
西
電
力
高
浜
発
電
所
３
、
４
号
機
の
再

稼
働
に
伴
う
、
県
か
ら
の
核
燃
料
税
交
付
金

の
増
加
が
主
な
要
因
。【

全
員
賛
成
で
同
意
】

●
第
２
号
議
案

平
成
30
年
度
嶺
南
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
予

算
　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
７
１
４
５
万
３

千
円
、前
年
度
比
５
２
５
万
３
千
円
の
増
額
。

　

歳
入
の
う
ち
、
核
燃
料
税
交
付
金
は
今
年

度
と
同
額
を
計
上
、
大
飯
発
電
所
３
、
４
号

機
の
再
稼
働
や
１
、
２
号
機
廃
炉
手
続
き
に

伴
な
う
増
減
は
、
確
定
次
第
補
正
予
算
に
計

上
す
る
。

　

歳
出
は
、
新
た
に
嶺
南
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
策
定
に
係
る
地
元
負
担
金
を
計
上

す
る
な
ど
、公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
や
、

嶺
南
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
必
要
予
算
を

計
上
。

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

●
第
２
号
議
案

　

福
井
県
市
町
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
同
組
合
規
約
の

変
更
並
び
に
財
産
処
分
の
件

　
「
こ
し
の
国
広
域
事
務
組
合
」の
福
井
県
市

町
総
合
事
務
組
合
か
ら
の
脱
退
に
伴
な
う
、

規
約
の
改
正

【
全
員
賛
成
で
可
決
】

嶺南広域行政組合

　　　　　　　　　　　代表議員  上尾 德郎

平成30年第１回嶺南広域
行政組合定例会開催

ト
ピ
ッ
ク
ス

採

決

一
覧

質

疑

討

論

一
般

質

問

委
員
会
報
告

　　　　　　　　　　　代表議員  児玉 千明

第182回若狭消防組合
議会定例会

若狭消防組合

　　　　　　　　　　　代表議員  横田 則孝

平成30年第１回若狭広域行
政事務組合議会定例会報告

若狭広域行政事務組合
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委
員
長

副
委
員
長

委　

員

児
玉　

千
明

井
上　

順
也

横
田　

則
孝

井
ノ
元
康
夫

釣
本　

音
次

西
野　

朋
宏

　

高
浜
町
議
会
で
は
町
民
の
信
託
に
応

え
る
た
め
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
と
し
て
は
そ
う
し
た
様

子
を
少
し
で
も
お
伝
え
す
べ
く
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

５
月
に
は
広
報
委
員
会
の
組
織
替
え

が
あ
り
、
２
名
の
メ
ン
バ
ー
が
交
代
し

ま
し
た
。

　

先
日
の
広
報
研
修
会
に
も
参
加
し
、

よ
り
見
や
す
い
広
報
に
な
る
よ
う
に
研

修
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

議
会
活
動
・
議
員
各
位
の
奮
闘
ぶ
り

を
皆
様
の
お
手
元
に
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
メ
ン
バ
ー
一
同
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
御
愛
読
下
さ
い
ま
す
よ
う
に

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
横
田
則
孝
）

　
広
報
特
別
委
員
会

　平成30年6月25日（月）高浜町商工会館にて、商工会女性部の皆さ
まに呼んで頂き、議員の出前懇談会が開催されました。
　高浜町議会からは廣瀬、大塚、児玉と女性議員3名が出席し、事前
に頂いていた20項目以上の質問を元に現在の高浜町、また今後の高
浜町について幅広い分野で意見交換ができました。

　女性の社会進出や、公共施設について、女性目
線ならではの生活に係る問題など活発に意見が出
され、高浜町議会としましても行政や関係団体と
改善していかなければならないものや、明確にし
ていかなければならない課題などが浮き彫りに
なったように思います。
　今回で3回目になりますが、今後とも継続的に
このような場を設けさせていただけたらなと思い
ます。商工会女性部の皆さま、ありがとうござい
ました。　　　　　　　 　　　　　　 

議員の
出前懇談会

高浜商工会　　　
　女性部 様　商工会女性部の

皆さんに呼んでいただきました

（児玉千明）


